
ネットフェンス　　Ｈ１２００

メッシュフェンス　　Ｈ１５００

ネットフェンス　　Ｈ１５００

ネットフェンス用両開き扉　　Ｈ１５００×Ｗ２０００
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基礎砕石RB-40　t=10cm
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完全式菱形金網

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

φ２．６×４０ｍｍ、φ２．６×５６ｍｍ

φ３．２×５０ｍｍ、φ３．２×５６ｍｍ

本柵の金網規格は下記の通りとする。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

２．

備考

１．

設計条件

完全式菱形金網

完全式菱形金網

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

φ２．６×４０ｍｍ、φ２．６×５６ｍｍ

φ３．２×５０ｍｍ、φ３．２×５６ｍｍ

本柵の金網規格は下記の通りとする。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

２．

備考

１．

設計条件

風圧力に依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

本図門扉は片側１８０゜開きとする。

備考

１．

２．

設計条件
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ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔                 〕
（ハイテンション線）

備考

設計条件

依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

  ワイヤメッシュ

・ ・

・ ・

１．

・バ　ン　ド ・ ・

外装について

　押え金具

・主柱、ジョイント

・ ・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

S=1:20ＰＣ－Ａ１２００

胴縁に金網取付断面図 S=1:3

ＰＣ両開き門扉 Ｈ１５００×Ｗ２０００ S=1:20

ＰＣ－Ａ１５００ S=1:20

胴縁に金網取付断面図 S=1:3

門柱・扉枠位置関係図

ＵＮ－Ａ１５００Ｓ－５０ S=1:20

パネル断面図

（　）内は芯径を示す。

ワイヤメッシュ図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡） 基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

付帯工構造図（２）
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A3=1:40
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課長
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検図

設計

製図

路線名

土 浦 市 建 設 部 下 水 道 課

荒川沖都市下水路施設整備工事

番　号

図　面

種　別

図　面

縮　尺

令和 7 年  　月　　日

工事名

荒川沖都市下水路

中村南六丁目地内

令和7年度　R7市単都下第1号

全　１８　枚の内　６

付帯工構造図（２）


